
　
　
　
史
学
研
究
会

大
公
　
第
一
屠
十
一
月
二
口
（
金
）
午
後
一
時
よ
り

　
　
　
　
　
於
京
都
火
単
文
学
部
第
…
教
室

　
本
年
は
共
嗣
テ
ー
マ
に
よ
り
京
大
輿
学
科
各
研
究

室
の
協
力
を
得
て
、
有
意
義
な
歴
史
・
地
理
・
考
古

挙
の
反
嶺
を
す
る
こ
と
が
嵩
来
た
。
三
百
人
余
の
参

会
潜
を
愚
慮
会
で
あ
っ
た
。

　
籏
理
築
長
の
挨
拶
、
会
務
報
告
後
左
の
よ
う
に
発

炎
を
行
っ
た
。

演
題
　
二
十
世
紀
に
於
け
る
画
学
・
地
理
学
・
考
古

　
　
　
学
の
発
展

考
古
学

園
　
巣
　
単

東
洋
吏
学

西
洋
史
単

地
　
理
　
単

，離 京関許

大大大大

大
阪
市
大

梅
原
宋
治
氏

横
田
　
健
一
氏

黒
井
彦
七
郎
氏

豊
岡
　
発
氏

暑
肩
当
漁
譜

第
二
口
十
一
月
三
目
（
土
）
京
大
更
学
科
各
研
究
窪

の
大
会
が
行
は
れ
た
。

鯵
三
日
十
一
月
四
温
（
霞
Y
西
本
願
寺
什
器
、
古
文

　
　
　
　
　
　
轡
欝
と
績
介

嘗
、
建
造
物
見
単
参
会
者
約
冒
五
十
名

　
本
年
は
京
大
史
学
科
関
係
の
昏
研
究
会
の
協
力
を

得
て
総
合
的
蚕
大
会
を
行
う
こ
と
が
繊
来
た
こ
と
は

感
謝
に
耐
え
な
い
○

例
会
　
二
十
七
年
三
月
十
二
鼠
（
水
）
午
後
一
時

　
　
　
於
　
京
大
教
育
挙
部
第
一
教
室

　
　
歴
史
地
理
教
育
の
諸
問
題

　
　
　
幽
史
教
育
　
　
京
大
教
授
　
小
葉
照
　
淳

　
　
　
地
理
教
育
　
　
京
大
藪
授
　
織
田
　
武
雄

教
育
勝
†
部
及
び
I
F
E
L
の
後
輪
凱
を
得
た
こ
と
を
威
蝿

謝
す
る
。

　
　
　
窟
大
国
更
閾
係

説
災
八
黙
瞬
例
会
　
　
九
月
二
ぬ
1
山
ハ
隔
員
　
（
ホ
）

　
〔
夏
体
調
査
旅
行
報
告
会
〕
小
葉
田
淳
「
佐
渡
鉱

　
由
採
訪
記
」
、
黒
隅
田
俊
雄
「
近
代
の
北
［
謄
の
農
村
」

　
山
形
職
工
「
齢
…
国
武
士
の
近
「
世
に
お
け
る
一
形

　
態
し
、
井
ケ
田
良
治
「
延
暦
寺
調
査
に
参
加
し
て
」
、

　
宮
川
満
「
硝
酸
農
村
の
語
…
蛮
・
梼
欄
」
、
竹
田
聴
罪
「
落

　
轟
々
側
閏
霞
【
の
同
族
組
繕
…
」

読
史
会
例
会
　
十
月
十
三
日
（
ヒ
ニ
）

　
曲
縢
谷
俊
雄
「
古
代
奴
鳳
隷
制
に
つ
い
て
」
、
　
田
鼠
俊
男

　
「
越
葡
鼠
東
寺
領
庄
國
の
経
営
」
、
　
平
林
一
「
加

　
藤
弘
之
に
つ
い
て
」

醗
史
会
例
会
　
十
月
二
十
四
口
（
水
）

　
瀞
薗
・
国
香
融
「
郡
司
に
㎜
帰
す
る
一
考
｛
禁
し
、
　
杉
井
山
ハ

　
郎
「
幕
申
堺
貿
易
巣
の
研
究
」

醗
更
会
大
会
　
十
＝
月
三
日
（
土
）

　
（
午
荊
）
牧
健
二
「
酉
洋
人
の
隅
本
歴
史
観
発
展

　
の
譜
段
階
し
林
麓
隣
三
郎
「
部
落
更
に
お
け
る

　
二
、
三
の
㈹
題
」
帯
†
松
令
黒
「
鎌
倉
時
代
土
豪
．
の

　
信
仰
生
活
」
梅
漢
昇
「
幕
末
に
お
け
る
外
観
無
明

　
の
摂
取
に
つ
い
て
し
、
　
堀
部
口
串
雄
「
中
世
ま
蒙

　
の
近
世
へ
の
懸
図
」
、
　
事
由
侮
一
「
魏
志
倭
人
伝

　
の
一
考
擦
川
（
午
後
）
柏
倉
亮
吉
「
近
世
農
村
M
砿
会

　
の
一
報
掻
し
、
赤
松
俊
秀
「
中
世
の
怯
為
艸
瞥
に
つ
い

　
て
」
、
池
田
源
太
「
欝
索
学
古
伝
の
伝
承
に
つ
い
て
し
、

　
徳
永
浦
職
男
「
烏
取
流
元
丈
一
揆
に
つ
い
て
」
、
志
賀

　
翻
「
兵
主
紳
に
つ
い
て
し
、
　
草
賜
俊
一
「
大
化
改

　
新
」
、
三
吉
希
「
明
和
、
安
永
期
の
一
考
放
黙
」
、
小

　
島
広
次
コ
ニ
河
に
お
け
る
囲
向
宗
捷
騒
擾
に
つ
い

　
て
」

読
奥
会
例
会
　
十
一
月
二
十
八
旧
（
水
）

　
渡
部
康
彦
「
田
塘
、
名
主
に
つ
い
へ
し
し
、
　
石
御
捻

　
入
「
申
世
一
向
一
揆
に
つ
い
て
」

謙
典
会
例
会
　
十
二
月
八
日
（
土
）

　
高
尾
一
膠
「
畿
内
型
農
業
の
展
開
過
程
し
、
　
上
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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讐
評
と
紹
介

　
駿
「
寧
世
武
士
団
に
つ
い
て
」

、
魏
史
会
例
会
　
一
月
二
十
三
口
（
く
ぎ
フ
）

　
三
吉
翰
「
変
革
期
に
お
け
る
愚
想
典
の
問
題
」
、
覧

　
井
溝
明
「
馬
糧
に
つ
い
て
し

競
史
論
例
会
　
二
月
九
口
（
土
）

　
蹴
木
孝
次
郎
「
齎
代
社
会
構
造
の
一
考
諾
し
、
　
佐

　
藤
利
夫
「
二
〇
世
　
潟
日
本
轟
久
化
形
成
の
聾
脳
盤
」
、
大

　
月
明
「
渡
辺
華
宙
に
つ
い
て
し

　
　
　
京
大
東
洋
無
関
係

東
洋
典
談
話
会
　
例
会
　
一
月
三
十
口
（
水
）

　
宮
醗
町
市
定
「
太
↑
平
天
國
に
つ
い
て
」

例
会
　
二
月
二
十
三
日
置
禰
一
二
）

　
藤
本
勝
次
「
ア
ラ
ビ
ア
交
瀞
牢
の
変
遷
」
、
　
問
野
潜

　
．
翻
鵬
「
龍
鞘
代
に
お
け
る
陽
明
巌
甲
の
伝
抽
冒
し

　
　
　
京
大
西
洋
災
関
係

．
西
洋
史
続
漁
肖
会
　
西
洋
更
専
攻
三
麟
生
の
離
猷
開
会
発

蓑
は
次
の
よ
う
に
行
わ
わ
た
。

　
購
賑
章
　
歪
、
り
夙
8
一
窃
鮎
ご
　
同
×
o
切
。
鳥
〇
三
門
蓉
σ
q

　
q
駿
℃
既
。
器
ψ
冨
糞
『
諺
信
い
切
碇
黛
⑳
鵠
解
糖
。
プ
門
讐
σ
q

　
高
費
H
留
。
篇
。
き
。
謬
乏
色
〔
（
》
困
）
ご
昏
っ
①
・
）
　
大
西
憂

　
塑
、
℃
鍵
Φ
。
q
鳩
｝
羅
帥
簿
。
蔓
亀
書
誤
凱
劉
（
》
貯
ど
8
9
）

　
三
浦
春
祭
凶
弾
・
労
。
営
副
】
鍵
象
験
㏄
o
｛
）
楚
。
こ
＄
永

　
井
墨
書
　
ρ
．
・
懸
鯛
N
い
9
ρ
　
○
皇
。
訂
。
一
鳶
　
鳥
費

讐
冨
巳
二
。
・
o
プ
6
5
　
ご
二
塁
。
曾
響
岩
ぎ
津
　
西
沢
龍
生

～
＜
．
一
①
σ
q
o
び
σ
o
彰
。
琢
。
謬
。
辞
Q
2
凱
露
無
い
ヨ
p
コ
謬

巳
乙
硫
。
斑
毛
費
飾
。
昌
9
費
団
噂
Q
◎
り
）
莫
濃
郡
嘉
一

〇
。
回
）
類
6
0
0
8
》
　
＞
　
Q
e
7
0
二
　
囲
圃
駿
宕
蔓
○
晩

二
H
O
切
二
〔
騨
ぴ
　
／
＜
O
「
訂
7
一
q
　
O
H
P
い
い
　
ソ
晒
O
＜
2
⇒
O
困
隊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
（
冒
類
ρ
鱒
μ
●
）
　
茨
木
際
〃
三
　
劉
嵩
・
類
8
〆
Φ
ひ

繭．

V
0
麟
、
嵩
缶
鎖
）
マ
。
団
〉
ヨ
2
8
p
⇒
O
p
慧
帥
巳
♂
管

（
冒
器
い
O
Q
◎
曜
）
　
富
岡
次
郊
　
類
・
躊
亀
。
囲
ρ
　
d
お

㏄
①
馨
巳
。
凧
釦
。
嵩
琶
り
伽
餌
毬
話
一
圃
讐
ひ
器
＜
o
簿
u
・
嗣
①
び
①
訂

○
び
2
占
罠
ゲ
ソ
跨
諜
色
一
陣
p
嵩
9
舅
幽
彰
×
囲
｝
四
三
ぞ
口
出
7

（
ド
添
　
永
井
三
明
同
・
6
．
・
胃
。
凝
。
謀
v
＝
凶
夢
。
貯
。

（
ド
醤
。
嵩
⇔
o
ρ
ぎ
ヨ
・
胃
り
（
O
o
『
回
。
◎
・
）
井
上
隆

　
夫
　
三
男
．
、
一
！
瓢
；
o
さ
円
剛
δ
囲
、
諏
く
団
O
o
〆
き
○
寵

　
o
｛
δ
刈
Φ
（
O
o
｛
・
卜
⊃
騨
）
　
　
岡
本
行
雄
○
。
な
。
・

　
¢
o
圃
窟
9
ご
ρ
、
7
0
0
0
β
o
訟
脇
o
h
｝
）
p
ユ
㌶
彰
○
⇔
静
p
脱
罵

　
拶
窺
。
巴
臣
　
吉
住
治
　
｝
・
〉
・
剛
お
旨
轟
ρ
回
・
圃
h
①

　
9
⇔
餌
H
b
馨
O
畦
い
O
出
鶴
【
ρ
い
昌
峯
m
（
門
）
0
9
博
窃
ン

西
洋
史
読
書
会
大
会
　
十
τ
β
三
日
、
文
学
部
第
八

教
筆
奥
単
薪
兜
会
火
企
の
一
環
と
し
て
行
わ
わ
た
競

書
会
大
会
は
そ
の
第
二
日
、
山
名
の
串
席
嚢
を
迎
」

え
、
厩
会
裡
に
終
了
し
た
。
大
会
次
第
次
の
通
サ
。

　
由
…
田
作
男
「
ド
イ
ツ
麟
…
士
瀬
圃
に
窮
す
る
弗
謝
一
†
の
誰
つ

　
察
」
松
浦
道
一
「
ウ
ィ
ク
リ
フ
に
お
け
る
宗
教
改
輩

九
二

　
愚
想
成
立
の
背
書
撒
と
ロ
ラ
ー
ド
櫃
脈
動
」
嘗
繊
沢
簾
山
岸

　
「
イ
ギ
リ
ス
蒲
壮
隅
研
究
へ
の
コ
試
案
し
田
村
漁
細
謹

　
「
粛
難
問
主
僧
噛
と
瀬
鐸
民
地
の
八
け
題
」
湖
棚
縢
一
朗
「
ト

　
イ
ン
ピ
ー
に
お
け
る
古
代
交
明
の
没
日
浴
に
つ
い

　
て
」
衣
笠
和
戊
「
デ
モ
ス
テ
ネ
ス
に
つ
い
て
の
一
考

　
鍛
然
」
阿
部
窺
維
「
ア
ン
ト
入
の
種
抽
妖
間
ド
盟
の
犠
瓢
健

　
に
つ
い
て
」
水
川
濃
二
「
編
髭
厩
史
家
鋼
鷲
ル
カ
の
史

　
観
レ
　
鵜
井
」
輿
一
桶
「
卒
ス
ト
リ
ウ
ス
の
異
端
性
と
そ

　
の
破
門
の
経
緯
に
つ
い
て
し
近
山
金
次
「
ア
ウ
グ

　
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
剛
園
家
鱒
脚
の
史
的
考
禦
し

　
　
京
穴
地
理
学
關
孫

地
理
学
談
話
会
火
会
　
十
一
月
三
日
（
ま
）

　
　
　
　
　
　
　
於
丈
単
蔀
第
一
教
望

　
千
乎
蕉
帝
弐
「
佐
賀
平
野
に
於
け
る
干
拓
地
…
農
村
の

生
活
閣
｝
題
」
、
井
関
噌
弘
太
郎
「
近
世
曲
澱
村
の
轍
鰻
婚
手
明
」
、

黒
野
輝
罵
〃
「
申
㎜
因
地
方
三
唱
念
圧
業
の
経
幽
い
地
理
的
考

察
し
、
　
春
口
｛
戊
男
　
「
寮
雪
ロ
　
ッ
　
パ
　
中
惜
門
の
艶
単
物
F
齢
伽

送
し
、
斎
藤
晃
吉
「
爽
能
登
由
村
の
土
地
利
燗
に
関
す

る
叢
千
の
問
題
」
、
船
越
謙
策
「
草
地
開
発
と
そ
の
意

義
」
、
石
亀
寛
「
陸
方
と
漁
書
し
、
河
野
通
博
「
対
馬
に
お

け
る
｝
鞘
白
紙
油
糠
の
霞
然
…
…
性
と
そ
の
同
朋
椋
ご
、
識
悩
＃
ハ
辰
郎

「
冷
．
撫
　
冨
の
簗
菰
分
r
謝
に
つ
い
て
」
、
灯
影
屑
帥
腿
男
「
H
本

工
蝋
未
分
添
艘
の
性
絡
」
、
紳
昌
尾
明
正
「
南
関
東
に
お
け
る
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占
描
紋
孤
緑
泥
片
庸
石
の
先
史
地
理
瀞
ず
約
幽
愚
蘭
噛
」
、
庄
司
久
孝

「
地
理
轡
ず
ム
刀
析
の
方
’
法
極
澗
」
、
弗
歎
内
弗
方
Ψ
捗
「
漁
叢
納
権
区
設

完
と
そ
の
利
用
に
闘
す
る
地
理
学
的
研
究
」
、
近
藤
忠

「
ク
ル
ス
三
巴
u
に
つ
い
て
」
、
内
田
秀
欝
「
吉
川
興
農

繰…

ｮ
会
押
柱
始
宋
「
記
」
、
渡
辺
茂
蔵
「
山
村
の
生
活
」
、
松

下
蒋
雄
「
人
文
地
理
よ
り
四
兄
た
る
虫
口
疑
市
の
嶽
旧
籾
心
」

宮
川
町
造
「
地
政
学
の
一
批
判
」
、
松
本
博
「
斐
伊
規

の
沖
積
伶
綿
の
一
考
察
」
、
田
中
秀
作
「
北
梅
道
の
地

誌
的
性
羅
」

　
　
　
京
大
考
賓
学
関
係

考
古
滋
†
談
話
会
　
　
例
会
　
　
十
高
口
晶
凸
型

坪
井
隷
燭
湿
「
近
瓢
贋
山
貝
塚
に
つ
い
て
し
陶
画
町
敬

「
壱
妓
原
の
辻
畷
毘
跡
」
小
照
朴
行
維
「
伊
賀
石
山
古
蟄
ハ

の
発
掘
に
つ
い
て
」

川
端
真
滑
氏
送
総
会
　
十
一
月
二
十
二
既

旛…

ｴ
末
治
「
讃
岐
工
臨
，
山
＋
口
塘
ハ
に
つ
い
て
」

幾
村
恵
治
氏
送
瑚
並
び
に
善
本
隆
美
君
歓
迎
会

　
二
月
九
日

笠
井
倭
人
「
阿
波
野
里
町
発
見
の
烹
師
質
土
器
窯
跡

に
つ
い
て
」
宝
博
「
畿
内
に
於
け
る
古
式
古
墳
」

　
　
　
京
大
人
丈
科
学
研
究
漸
関
係

常
設
入
丈
科
学
講
座
t
農
漁
村
に
お
け
る
近
代
化
．

（
京
都
府
下
に
お
け
る
実
態
）
一

轡
評
と
紹
介

　
二
月
十
四
日
森
口
兼
二
「
農
村
近
代
化
測
完
に
っ

　
い
て
の
試
み
」
、
二
月
二
十
一
臼
太
照
武
男
「
改
正

　
絹
続
法
の
農
村
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」
、
二
月
二
十
八

　
爾
石
川
康
二
「
漁
村
の
経
済
生
活
」
、
三
月
六
臼
重

　
松
俊
明
「
農
村
療
ω
撫
階
の
近
代
化
」

　
　
　
自
然
史
学
会
関
係

第
四
十
二
圏
例
会
八
月
一
一
十
五
口

　
藤
岡
押
愚
嫌
戯
「
ロ
…
ル
シ
ャ
ハ
・
テ
ス
ト
の
理
亀
繭
」

第
幽
十
三
賦
例
会
　
九
月
十
五
翼

　
一
二
結
…
彰
騨
央
「
朝
傑
凹
の
風
神
」

第
四
十
四
圓
大
会
　
十
型
二
十
九
口

　
小
中
目
三
一
四
郎
コ
兀
朝
秘
史
の
原
太
「
の
皿
…
四
題
」
、
　
中
・

　
鳳
｝
佐
助
「
靴
山
嵐
暁
櫃
物
を
糟
糠
と
せ
る
東
亜
の
新
蘭
辰

　
耕
文
化
麟
」

第
四
十
五
圓
例
会
（
委
員
会
）
　
十
一
月
二
日

第
四
十
六
圓
例
会
　
十
二
薄
十
蹴
研

　
対
馬
調
査
談
、
棚
瀬
嚢
爾
「
信
仰
」
、
　
平
出
敏
泊

　
郎
「
習
俗
」
、
河
野
挿
穂
「
地
理
」
、
奥
村
三
雄
「
方

　
言
」
、
小
浜
基
次
「
入
類
」

第
四
十
七
回
例
会
　
一
月
二
十
六
臼

　
岡
西
晶
碕
人
「
中
團
【
の
医
瀞
†
」

　
　
　
人
丈
地
理
…
験
会
関
係

挙
術
大
会
十
一
月
一
日

　
於
京
大
丈
単
蕩
第
一
教
室

武
井
錠
一
　
「
入
口
密
度
の
図
＝
ボ
に
つ
い
て
し
、
稲
見
…
悦

治
「
播
州
印
｛
邸
郡
の
開
山
発
過
理
糧
に
つ
い
て
」
、
諌
　
正
己

「
行
政
区
顧
一
の
改
編
」
、
金
子
一
越
「
H
ご
琿
ゆ
P
ε
冨
の
見

た
印
度
」
村
瞬
喜
代
治
「
G
。
T
・
レ
ン
ナ
ー
〃
経
済

地
理
単
の
原
理
と
法
期
”
に
つ
い
て
」
、
　
亀
圃
芳
郎

「
北
川
三
旧
購
の
健
脚
采
地
域
燃
貯
造
に
つ
い
て
の
若
干
の

考
察
」
、
　
澗
回
地
響
貝
一
　
「
士
筒
野
南
の
研
究
」
、
　
鰍
一
類
ロ
バ
仙
髄

「
イ
ラ
ン
の
農
業
に
つ
い
て
」
小
池
灘
二
　
「
亀
岡
盆

地
の
灘
灘
∵
水
利
」
、
難
…
瀬
…
良
明
つ
埼
玉
県
片
棚
鼠
郷
地
の

研
究
」
、
河
醇
修
「
労
働
力
よ
り
見
た
る
近
郊
漁
業
」
、

紹
井
山
糧
一
　
「
珠
堀
州
眺
辰
鎌
乗
経
口
μ
の
地
域
掘
…
造
」
、
御
子
柴

幸
一
　
「
焼
畑
一
経
理
冨
と
出
村
の
経
済
段
階
に
つ
い
て
」
、

薦回

ｺ
嘉
助
「
瀬
一
戸
内
噛
糠
西
翻
「
の
工
岬
架
港
」
、
　
土
井
仙

吉
「
吉
野
川
の
口
恥
鐵
集
轄
冷
」
、
撫
照
氷
露
ハ
「
部
落
卍
禰
㎝
婚
幽
一

の
研
究
」
、
佐
々
木
清
治
「
古
一
久
瞑
目
に
よ
る
新
田
の
分

布
」　

翌
二
日
、
山
科
～
醗
醐
－
宇
治
i
大
久
保
一
高
麗

i
木
津
　
…
音
引
糟
一
淀
の
コ
ー
ス
で
エ
ク
ス
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
山
科
の
響
内
町
、
漁
ナ
濃
茶
…
圃
、
臣
繍
悔
池

干
拓
、
帰
化
人
集
落
…
、
木
津
川
の
譲
泊
業
、
垣
内
式

集
落
躯
を
見
学
．
．

九
三

（93）


